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（写真）ベネズエラ文化省 “伝統行事「サン・ファン・バウティスタ」 ユネスコの世界無形文化遺産に認定” 

 

  

２０２１年１２月１３日（月曜） 

 

政 治                     

「与党 バリナス州の票を買おうとしている？」 

「オランダ ロドリゲス副大統領の入国を拒否」 

「グアイド議長 民主主義会議で演説 

～２０２４年の大統領選を想定？～」 

経 済                     

「アイサミ石油相 病気はヘルニア」 

「OPEC １１月の産油量は日量８２．４万バレル」 

「証券公社 少額から投資可能な仕組みを検討」 

社 会                     

「アルーバ ベネズエラからの入国停止措置延長」 

２０２１年１２月１４日（火曜） 

 

政 治                    

「ククタ空港で爆破事件 少なくとも３名死亡 

～野党 マドゥロ政権がテロリストを支援～」 

「来年のグアイド政権存続 野党内で検討」 

経 済                    

「与党国会 ２２年度予算１３４．６億ドル承認」 

「国内自動車 経過年数１５年超が約半分」 

社 会                    

「サン・ファン・バウティスタ 

～ユネスコ 世界無形文化遺産に認定～」 

「モナガス州の巨大洞窟 旅行ツアー」 
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２０２１年１２月１３日（月曜）             

政 治                       

「与党 バリナス州の票を買おうとしている？」       

 

１２月１３日 バリナス州知事選に出馬している穏健

AD のクラウディオ・フェルミン候補は、マドゥロ政権

の大臣１５名がバリナス州に来て、１月９日に予定され

ているバリナス州知事選のために、有権者の票をお金で

買おうとしていると訴えた。 

 

マドゥロ政権はバリナス州の知事選で与党候補のホル

ヘ・アレアサ前外相を当選させるため、バリナス州に集

中して政府プロジェクトを行っているという。 

 

一例では、サンタエジャ教育相はバリナス州で６２の教

育施設の改修工事を開始し、学校給食への寄付を行って

いる。 

 

ラウル・ラレデス公共事業相は、「安全で美しいバリナ

ス州の愛国者（Barinas Patriota, Bella y Segura）」のス

ローガンのもと１８００名超を動員し、道路工事を行っ

ているという。 

 

他、ビジャロエル住宅相もバリナス州を訪問し、住宅建

設プログラムのイベントを発表している。 

 

実際にお金を支払っているかどうかは定かではないが、

政府の公的資金を投じて間接的にアレアサ候補への票

集めをしていることは間違いないだろう。 

 

選挙問題を扱う非政府系団体「Sumatte」も、政府によ

る与党候補への支援を非難している。 

 

 

 

 

「オランダ ロドリゲス副大統領の入国を拒否」         

 

１２月１３日 デルシー・ロドリゲス副大統領は、オラ

ンダに入国を拒否されたと訴えた。 

 

ロドリゲス副大統領がオランダへ訪問しようとしてい

た目的は、同国ハーグに本部がある「国際刑事裁判所

（CPI）」に訪問するため。 

 

１１月３日 CPI のカーン検事は、ベネズエラの訪問最

終日に「マドゥロ政権が人道に対する罪を犯したかどう

かの調査を開始する」と発表。 

 

マドゥロ大統領もカーン検事の発表を受け入れ、調査に

協力する趣旨の覚書を締結していた（「ベネズエラ・ト

ゥデイ No.674」）。 

 

この合意に基づきハーグで CPI に対して、マドゥロ政

権側の主張を伝えることが訪問の目的だったという。 

 

しかし、オランダ政府がロドリゲス副大統領およびその

一行の入国を拒否したことで説明の機会を逸したと訴

えた。 

 

ロドリゲス副大統領は欧州の個人制裁を受けており、副

大統領の EU 域内への入国は禁止されている。ロドリゲ

ス副大統領は、EU の政治的な意図で入国を拒否された

と指摘している。 

 

一方、オランダ政府はこの訴えに反論。 

オランダ政府は、ロドリゲス副大統領とその一行が移動

に使おうとした飛行機に安全上の問題があったことが

入国を拒否した理由と説明。具体的にどのような安全問

題があったのかは明らかにしなかったが政治的な理由

による入国拒否との指摘を否定した。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/f290860fb872ba4dd774092274bbf501.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/f290860fb872ba4dd774092274bbf501.pdf
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「グアイド議長 民主主義会議で演説            

     ～２０２４年の大統領選を想定？～」                  

 

１２月１３日 グアイド議長は「世界民主主義行動リー

ダー首脳会議」にオンラインで登壇した。 

 

同会合にはベネズエラに加えて、ベラルーシ、ミャンマ

ー、ニカラグア、香港、キューバ、ウガンダなどの反政

府派リーダーが集まったという。 

 

グアイド議長は同会合で、独裁者と対峙する同盟を結成

するよう提案。独裁者との戦いを国際社会に見えるよう

にする必要があると主張した。 

 

また、１０月から中断している与野党協議について、協

議を再開する意思を示した。 

 

グアイド議長は、ベネズエラ野党グループに対して「マ

ドゥロ政権から脱却するために団結する時」と主張。 

「独裁政権下で民主主義を行使するためには、ベネズエ

ラ国内に存在する全ての反独裁勢力を団結させる必要

がある」と訴えた。 

 

政権交代の具体的な手段はあくまで「選挙」と主張。 

「短期的な目標は自由で公平な選挙を行うことだ。 

我々は“投票に参加するか、あるいは参加しないか“とい

う誤ったジレンマに再び陥ることはない。次の選挙はマ

ドゥロ独裁政権から脱却する選挙にしなければならな

い。マドゥロには賞味期限がある。２０２４年に与党は

誰を候補にする？」 

と訴えた。 

 

２０２２年には大統領の罷免投票を申請することが可

能だが、グアイド議長は２０２４年の話をしている。罷

免投票を行う意思が無いということかもしれない。 

 

 

経 済                        

「アイサミ石油相 病気はヘルニア」           

 

マドゥロ政権の経済分野の最重要人物の一人、タレク・

エル・アイサミ石油相が病気を患っており、治療に専念

するため大臣職を退く可能性について報じられている

（「ベネズエラ・トゥデイ No.689」「No.690」）。 

 

１２月１３日 アイサミ石油相は２分４０秒ほどの動

画をインスタグラムに投稿。 

 

動画では、アイサミ石油相がバスケットボールを楽しみ

ながら、自身が健康であると説明。大臣職を退く意思は

なく、遂行能力にも問題は無いと宣言した。また、ロイ

ターのフェイクニュースについて拒絶すると述べた。 

 

ただし、ヘルニアの治療を行ったと説明。その間も携帯

電話は離さず、職務が遂行できる状況だったと述べた。 

 

動画の多くはバスケットボールをもってアイサミ石油

相がしゃべっているだけ。実際にバスケットボールをし

ている映像は、フリースローのみ。激しい運動はしてい

なかった。本当にただのヘルニアかどうか確証は持てな

いが、職務を続ける意思があるのは確かなようだ。 

 

 

（写真）アイサミ石油相インスタグラム 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/184b53bb915120799505072fc018401f.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/367c7660fe2da42e40c137b27dca4143.pdf
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「OPEC １１月の産油量は日量８２．４万バレル」         

 

OPEC は加盟国の２１年１１月の産油量を更新した。 

 

OPEC の公表（第３者の専門家）によると、１１月のベ

ネズエラの産油量は先月から日量１．５万バレル増えて、

日量６２．５万バレル。 

 

また、ベネズエラ石油省が OPEC に報告した１１月の

産油量は先月から６．８万バレル増えて、日量８２．４

万バレルだという。 

 

 

（写真）OPEC 

“OPEC Monthly Oil Market Report、２１年１２月号” 

 

 

 

 

 

 

 

 

「証券公社 少額から投資可能な仕組みを検討」                  

 

「ビセンテナリオ証券公社」のロドルフォ・メディナ社

長は、インタビュー番組「Union Radio」に出演。２０

２１年３月からあるプロジェクトを計画していたと説

明した。 

 

その計画とは、小額のボリバルからでも証券投資を始め

ることが出来て、その投資をボリバルや外貨やデジタル

通貨に自由に替えることが出来る仕組みだという。 

 

計画では、２０ボリバル（約５ドル）から投資可能な仕

組みで、証券を通じて国内経済を活性化させる手段を構

築したいと意欲を見せた。 

 

丁度、本日「ウィークリーレポート No.230」で通貨政

策について触れたが、政府が進めている通貨政策の１つ

に証券を通じた投資促進もある。 

 

銀行融資はマネーストックを増やすが、信用取引を使わ

ない投資であれば、個人・法人が自身のお金を使って、

企業に投資を行うことになる。 

 

つまり、資金が移動しているだけなので、お金が増える

ことがない。国内通貨を増やさないために銀行融資では

なく、証券を介した資金調達を進めているのかもしれな

い。 

 

社 会                        

「アルーバ ベネズエラからの入国停止措置延長」           

 

オランダ領アルーバは、ベネズエラからの入国停止措置

を２０２２年３月１０日まで延長した。 

 

人の入国だけではなく、貨物・郵便なども禁止される。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/5aabc7f9d716117837d8e723ce0ff16e.pdf
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９月１０日にもアルーバは入国禁止措置を延長した。 

 

アルーバは小さな島だが、ベネズエラが近くにあり、入

国要件を緩和した場合、大量のベネズエラ移民が押し寄

せることになる。 

 

２１年４月の国連の発表によると、アルーバ人口の１

６％（約１０．６万人）はベネズエラ人だという。 

 

２０２１年１２月１４日（火曜）              

政 治                       

「ククタ空港で爆破事件 少なくとも３名死亡     

 ～野党 マドゥロ政権がテロリストを支援～」        

 

１２月１４日 ベネズエラとコロンビアの国境の町ク

クタ（コロンビア側）のカミロ・ダサ空港で２発の爆弾

が爆発し、少なくとも３名が死亡した。 

 

爆発は時間を空けて起きた。 

 

１回目の爆発が起きたのは１４日の早朝５時４５分頃。 

 

不審者が爆弾を持ち、どこかに仕掛けようとしていたと

いう。しかし、衝撃で爆発したようで、目的地に運ぶ前

に不審者は亡くなったという。 

 

１回目の爆発から１時間後、２つ目の爆発が起き、爆発

物を発見した警察官が爆発に巻き込まれて亡くなった。 

 

警察はテロリストによる犯行とみて事件を捜査してい

る。 

 

この事件について、イバン・ドゥケ大統領はテロリスト

を非難。軍と警察を総動員して事件の犯人を逮捕すると

宣言した。 

 

 

グアイド議長は、ドゥケ大統領の宣言に呼応する形でツ

イッターを投稿。 

 

「マドゥロ大統領がベネズエラ国内でテロリストを匿

い、南米を不安定化させている」と訴えた。 

 

「来年のグアイド政権存続 野党内で検討」           

 

現地メディア「El Pitazo」は２０２２年１月５日に向け

てグアイド暫定政権内が動いていると報じた。 

 

現在、グアイド暫定政権は現在のスキームを維持しなけ

ればいけないと主張しているが、主要野党全体としては

暫定政権の役割を変更するべきとの認識が大勢を占め

ており、組織の再編成が予見されているという。 

 

現在のところ「第一正義党（PJ）」と「新時代党（UNT）」

に所属する多くの政治家は直接・間接的に暫定政権の役

割を疑問視する見解を表明している。 

 

他方、グアイド議長は 

「私の責務は憲法２３３条に則りベネズエラ国民の生

命を守り、ベネズエラの民主主義を擁護することにある」

と主張し、政権存続の必要性を訴えている。 

 

しかし、ルイス・サラマンカ氏など一部の政治専門家は

グアイド議長について、 

「３年前と置かれている状況が違う。２０１９年、全て

の政治アクターがグアイドを支持した。しかし、政権交

代という目的を達成できず、国民の動員力は低下してい

る。」と指摘。 

 

別の専門家は、グアイド政権の運営について「外国ばか

りに注力しており、国民に対して説明するべきことは怠

っている。」との見解を示している。 
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ただ、現時点で主要野党の方向性は定まっておらず、１

月５日にグアイド政権が存続するかは定かではないと

報じた。 

 

経 済                       

「与党国会 ２２年度予算１３４．６億ドル承認」            

 

１２月１４日 与党国会は２０２２年の国家予算を承

認した。 

 

承認された予算は、BsD.６２３億７，９４５万４，８０

６。ドルに換算すると１３４億５，７００万ドル。 

 

つまり、１２月１０日にロドリゲス副大統領が説明した

予算が１００％承認されたことになる。 

 

ただ、国会で予算が承認された現在も個別具体的な予算

内容は公表されておらず、ロドリゲス副大統領の口頭に

よる説明くらいしか情報がない。 

 

この説明でロドリゲス副大統領は６６億ドルの融資を

得ると発言していたという。 

 

本件について、野党系経済学者（PJ 所属）のホセ・ゲラ

氏は、「６６億ドルの融資を得るとの説明があったが、

デフォルト状態でどのように誰から融資を得るのかが

不明」と指摘した。 

 

「国内自動車 経過年数１５年超が約半分」         

 

１２月１４日  「ベネズエラ自動車部品生産組合

（Favenpa）」のオマール・バウティスタ代表は、２０２

１年のベネズエラ自動車産業の状況について説明した。 

 

バウティスタ代表は、ベネズエラの自動車組み立て産業

について「２１年は実質的に存在しなかった」と指摘。 

 

２１年は１月～１０月までに６台しか組み立てていな

いとした。なお、２０年は国内で１２０台だったので、

２１年に入り組み立て台数は更に少なくなったという。 

 

国内で組み立てが行われなければ、自動車部品が購入さ

れなくなるので、部品業界にも悪影響が及んでいると指

摘。いくつかの産業で回復の兆しが見え始めているが、

自動車部品産業についてはまだ回復が見えていないと

の見解を示した。 

 

また、ベネズエラ国内で動いている自動車は平均で２２

年を過ぎており、他国と比べて古いものが多いと指摘。 

 

１１～１５年が経過している自動車は全体の３４％。 

６～１０年が経過している自動車は同１５．８％ 

０～５年が経過している自動車は１％（３万８７４台）

だという。 

 

つまり、１５年を超えている自動車が、全体の約半分と

いうことになる。 

 

社 会                       

「サン・ファン・バウティスタ            

   ～ユネスコ 世界無形文化遺産に認定～」            

 

１２月１４日 ユネスコはベネズエラの伝統行事「サ

ン・ファン・バウティスタ」を世界無形文化遺産に認定

すると発表した。 

 

「サン・ファン・バウティスタ」は、６月２３日夜から

２４日にかけてベネズエラで行われる宗教行事で、赤と

白の格好をした人々が太鼓のリズムに合わせて踊る行

事。 

１８世紀にスペインが送り込んだアフリカの奴隷移住

者が始めたが、キリスト教行事と混ざり独特な宗教行事

となった。 
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「サン・ファン・バウティスタ」で有名な地域はバルガ

ス州、ミランダ州、アラグア州、カラボボ州。ただ、こ

の行事は他の地域にも波及し現在は多くの州で「サン・

ファン・バウティスタ」が行われているという。 

 

 

 

 

（写真）大統領府ツイッター 

“ユネスコ 無形文化遺産に登録されたサン・ファン・

バウティスタ” 

 

 

 

 

 

 

 

 

「モナガス州の巨大洞窟 旅行ツアー」         

 

モナガス州旅行公社のホセ・ゴンサレス代表は、

「Fedecamaras Radio」に出演。同地域の旅行開発を行

っていると説明した。 

 

モナガス州には「エル・グアチャロ国立公園」という観

光地があり、ここには巨大な洞窟がある（ベネズエラで

最初の自然遺産）。この洞窟は１０．２キロあり、観光

ツアーとして移動できる距離は１．２キロ。 

 

現在は、オーストラリア、ベルギー、アイルランド、フ

ランス、スペイン、スイスなど欧州の観光客が多いよう

だが、より多くの地域から観光客を呼び込みたいという。 

 

モナガス州だけでは外国からの観光客を呼び込めない

ので、カナイマ国立公園のトレッキングツアーを加えた

１６日間のベネズエラツアーを計画しているという。 

 

目下の問題は、ガイドの訓練。ガイドは道案内だけでは

なく、緊急時の対応、料理、キャンプ設営など様々な能

力が必要になる。 

 

エンジェルフォールを見にベネズエラまで足を運んだ

なら、マイナーな観光地を旅しても面白いかもしれない。 

 

 

（写真）Bancaynegocios 

以上 
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